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会員ひとりひとりが人財として輝くために

　当協会に所属していただいている方々は、「積
算」に関する、あるいは、その周辺領域で、種々
の仕事・社会活動をされていらっしゃいます。当
協会は、いろいろな委員会から成り立っており、
人材育成委員会もその中の一つであります。人材
育成委員会は、その名のとおり、建設業界・建設
事業に不可欠な、コストの扱いを中心スキルとす
る人材を生み出し、ひとりひとりの技術力の維
持・向上のお手伝いをしていかなければなりませ
ん。それと共に、その構成員である皆様ひとりひ
とりが、人材（人財）として輝き、その結果、当
協会もさらに発展していくことになると考えてお
ります。
　昨年を翻ってみますと、コロナ禍も3年目とな
り、対面を基調としていた各種のイベントや講演
会は軒並み影響を受けました。一方、世界を見渡
すと教育の領域では、MOOCという学び方があ
り、海外・遠方の教育を自宅に居ながら受けるこ
とができるプラットフォームがあります。このコ
ロナ禍で、この動きは一層広がっているものと思
います。何せ学習者の空間的・時間的制約を克服
できるのですから、普及するのはさもありなん、
というところでしょう。建設業界も、この2年間
は、これと同様な、オンライン・ミーテイング・
アプリ（Zoom等）を使った講習会・講演会が目
白押しでした。新しいことを学ぶには、たいへん
有効です。私も、短時間で相当効率よく多くのこ
とが学べ、このツールのメリットを享受させても
らいました。

WEB版の積算学校

　さて、当積算協会でも、歴代の人材育成委員会

の皆様の活動を引き継いで、コロナ禍の中でも、
何とか活動を続けてまいりました。全国にいらっ
しゃる豊富な講師陣の皆様に支えられ、全支部一
丸となってWeb積算学校を開校いたしました。8
月のお盆明けから、積算士二次試験の前・11月
までという日程で、全国から多くの皆さんが入学
し、4カ月という長丁場、学んでいただきました。
　生徒さん側の不安もあったと思いますが、双方
向のやり取りは、教える側も教わる側も慣れてお
らず、おっかなびっくりのやり取りだったような
気もしています。積算協会としては、初めての試
みで、手探りの運営でしたが、何とかWeb学校
初年度を終了・成功裏に導くことができました。
関係者の皆様には、この誌面をお借りして、厚く
御礼を申し上げたいと思います。
　本年度も、さらにバージョンアップし、Web
積算学校を開催いたします。

バラエティーに富んだプログラムを開催

　その後もコロナ禍に負けじと、積算学校だけで
はなくその運営経験・ノウハウを基に、各支部か
らバラエティーに富むプログラムが、提供されま
した。これらは、運営面でも、開催支部エリアか
らの参加者だけではなく、遠く離れた地域からの
参加ができるオンライン・ミーティング・アプリ
の特性を活かし多くの受講者を集めることができ
ました。各支部の皆様のご尽力に感謝したいと思
います。
　今年も、引き続き、多彩なプログラム（各種講
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習会・講演会等）を組み、会員サービル、社会サー
ビスに努めていきたいと思います。協会の目指す
生涯学習・学び直しには、対面イベントに劣らず、
オンライン・ミーティング・アプリを使った方法
は、大きな効果を期待できるものと思います。

今後も求められる積算の職能

　社会では、現在、コロナ禍、ロシア・ウクライ
ナ侵攻、円安とさまざまな社会的状況が続き、そ
れらに端を発した資機材価格の変動（高騰）が今
まさに起こっているところです。このため、我々
が携わる建設事業は、当然、大きな影響を受ける
訳です。建設プロジェクトをスムーズに遂行させ
るためには、コストを見張る、コストをコントロー
ルする職能がより一層重要になり、その人材の層
を厚くすることが、建設業界、社会全体から求め
られ、今後も「積算」という職能が注目を浴びる
ことになるでしょう。
　これらの人材（人財）を所属する企業・団体を
越えて、教育・再教育する仕組みを機能させてい
くことも、当協会の活動のひとつと言えます。
　この「（所属団体を）越える」という意味を、少
し説明してみたいと思います。建設事業には、発
注者（発注G）・設計者（設計G）・施工者（施工G）・
運営者（運営G）とさまざまなプレーヤー（グルー
プ）が関わっています。

　それと同時に、グループ・企業・団体の中それ
ぞれに、コスト情報を扱う係（コスト係）が存在
しており、当協会メンバーにも、さまざまな企業・
団体・組織に所属されている方がいらっしゃるこ
とが、そのことを表しています。

　また現在は、雇用形態が多様なため、人材も流
動する可能性があり、流動化が活発になってきま
した。コストエンジニアは、種々の集団に所属し
ているのが現状です。その状態で、「人材が流動化
する」ということは、そのグループ間を移動（渡
り歩く）ということです。
例えば、
　・施工Gにいるコストエンジニアが、発注Gへ。
　・設計Gにいるコストエンジニアが、発注Gへ。
　・発注Gにいるコストエンジニアが、運営Gへ。
　それぞれ移動する、など多種多様な人材流動が
考えられると思います（他にも同じグループの他
企業への移動など、さまざまなケースが考えられ
ます）。
　これら団体を渡り歩く人材・エンジニアのため
にも、多彩な教育メニューを用意しておくことが、
引いては建築事業の質の向上に結びつくのではな
いでしょうか。
　断片的な情報や知識の小さな塊は、ネット社会
に漂って（流通して）おり、割合簡単に入手でき
るようになりました。しかしながらそれらをコー
ディネートする、一歩進んでモデレートする機能
を協会として有しておく必要があるかもしれませ
ん。そのような人材（人財）を育てる・集めるこ
とも、当協会が社会から課せられた使命かもしれ
ません。その機能によって、断片的なものが、確
固たる智恵・知見に昇華していくものだと思いま
す。
　建設事業は、時代と共に、時代に沿って生き物
のように変わっていくものであり、それを扱う者
は、自ら生涯学習（継続能力開発）を続けていか
なければなりません。これらを謳う当協会は、個々
の会員、資格者の皆様に寄り添って、活動してい
きたいと思います。
　今後とも、皆様のご支援を賜りますよう、お願
い申し上げます。


